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令和３年横審第５０号 

裁    決 

貨物船Ａ漁船Ｂ衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免状 五級海技士（航海） 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官桐井晋司出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年９月１６日１８時２９分半少し前 

 静岡県清水港南東方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ       漁船Ｂ 
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  総 ト ン 数 ２９９トン      ６.６トン 

  全     長 ６３.３０メートル   １６.００メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関    ディーゼル機関 

   出    力 ７３５キロワット 

   漁船法馬力数            １２０ 

３ 事実の経過 

  Ａは、船尾船橋型の鋼製貨物船で、船橋内前部中央に操舵装置、そ

の左舷側にレーダー、ＧＰＳプロッター及びＡＩＳ装置、右舷側に通

信装置、機関遠隔操作盤及び機関監視盤をそれぞれ備え、船首端から

４９メートル後方、左舷端から４メートル右方の船橋上部にＧＰＳア

ンテナを設置し、ａ受審人ほか５人が乗り組み、空倉のまま、船首 

１.１メートル船尾２.９メートルの喫水をもって、令和２年９月１６

日０６時５５分名古屋港を発し、清水港に向かった。 

  ａ受審人は、１７時３０分頃昇橋して代理店との連絡を行ったのち、

１８時００分船橋当直に就き、航行中の動力船の灯火を表示し、レー

ダーをヘッドアップの６海里レンジで、前方９海里が探知できるオフ

センター表示にして、清水灯台から１９６度（真方位、以下同じ。）

７.１海里の地点で、針路を０２７度に定めて自動操舵とし、１０.１

ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

  ａ受審人は、同じ針路及び速力で続航中、右舷船首方約５海里のと

ころにＢの作業灯を初認したので、レーダーで探知し、その後、同船

が船首方を左方に横切ったことを認め、１８時２７分清水灯台から 

１７９度２.８海里の地点に至ったとき、左舷船首３５度９８０メー

トルのところに、Ｂが反転して前路を右方に横切り衝突のおそれがあ

る態勢で接近する状況であったが、同船は船首方を左方に横切ったの

で、自船に向かって戻ってくることはないと思い、Ｂに対する動静監
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視を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

  ａ受審人は、Ｂに対して警告信号を行わず、間近に接近しても衝突

を避けるための協力動作をとらずに進行し、１８時２９分少し前左舷

船首至近に同船を認め、右舵をとったものの、及ばず、１８時２９分

半少し前清水灯台から１７４度２.４海里の地点において、Ａは、船

首が０３２度及び１０.０ノットの速力になったとき、その左舷中央

部にＢの船首部が後方から８２度の角度で衝突した。 

  当時、天候は曇りで風力１の北西風が吹き、潮候は下げ潮の初期に

あたり、視界は良好であった。 

  また、Ｂは、ひき網漁業に従事するＦＲＰ製漁船で、船体中央に操

舵室を配し、同室上部の前部及び後部に作業灯をそれぞれ設置し、操

舵室内中央に操舵輪、その左舷側にＧＰＳプロッター、右舷側に魚群

探知機及びレーダー、操舵輪の後方に椅子をそれぞれ備え、ｂ受審人

ほか２人が乗り組み、さくらえび資源調査の目的で、船首０.４メー

トル船尾１.６メートルの喫水をもって、同日１６時０５分静岡県焼

津港を発し、清水港東方沖合２海里の海域に向かった。 

  ところで、Ｂの実施するさくらえび資源調査は、静岡県水産・海洋

技術研究所の委託を受けて実施するもので、担当海域を北緯３５度、

北緯３４度５７分の各緯度線、東経１３８度３５分の経度線及び陸地

に囲まれる海域とし、航行しながら魚群探知機で魚群を探し、魚群を

確認すると停止して直径約１.１メートルの鉄製リングに取り付けた

長さ約３.０メートルの網をその魚群の約１０メートル下方に投下し

た後、同網を引き上げてさくらえびを採捕するもので、１回の資源調

査に約１０分を要していた。 

  ｂ受審人は、１７時００分担当海域の北東部に到着したのち、航行

中の動力船の灯火を表示し、操舵室上部に設置した前後部の作業灯を
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点灯させ、魚群を探しながら西行して同海域内で２回の資源調査を行

った後、再度魚群を探すため反転し、１８時２５分清水灯台から  

１８６度２.２海里の地点で、針路を１１４度に定め、７.５ノットの

速力で、手動操舵によって進行した。 

  ｂ受審人は、１８時２７分清水灯台から１８０度２.２海里の地点

に達したとき、右舷船首５８度９８０メートルのところに、Ａの白、

白、紅３灯を視認することができ、その後同船が前路を左方に横切り

衝突のおそれがある態勢で接近する状況であったが、魚群を探索する

ことに気をとられ、見張りを十分に行わなかったので、このことに気

付かなかった。 

  ｂ受審人は、同じ針路及び速力で続航し、１８時２９分少し過ぎ船

首至近にＡを認め、右舵及び機関を後進にしたものの、効なく、Ｂは、

原針路及び原速力のまま、前示のとおり衝突した。 

  衝突の結果、Ａは、左舷中央部に凹損を伴う擦過傷を、Ｂは、船首

部に圧壊等をそれぞれ生じたが、のち両船とも修理され、Ｂ乗組員１

人が右第５肋骨不完全骨折を負った。 

 

 （航法の適用） 

 本件は、夜間、清水港南東方沖合において、北上するＡと東行するＢ

とが衝突したもので、衝突地点付近は特別法である港則法及び海上交通

安全法の適用がないことから、一般法である海上衝突予防法が適用され

る。 

 両船は、夜間、航行中の動力船の灯火を表示して互いに視野の内にあ

り、互いに進路を横切り衝突のおそれがある態勢で接近したもので、付

近には航行の支障となる障害物や他船は存在せず、衝突のおそれが生じ

た後、両船がそれぞれ衝突を避けるための動作をとる十分な時間的、距
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離的余裕があったと認められることから、本件は、海上衝突予防法第 

１５条の横切り船の航法によって律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件衝突は、夜間、清水港南東方沖合において、両船が互いに進路を

横切り衝突のおそれがある態勢で接近した際、東行するＢが、見張り不

十分で、前路を左方に横切るＡの進路を避けなかったことによって発生

したが、北上するＡが、動静監視不十分で、警告信号を行わず、衝突を

避けるための協力動作をとらなかったことも一因をなすものである。 

 ｂ受審人は、夜間、清水港南東方沖合において、さくらえび資源調査

の目的で航行する場合、接近する他船を見落とすことのないよう、見張

りを十分に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、魚群を探索

することに気をとられ、見張りを十分に行わなかった職務上の過失によ

り、前路を左方に横切り衝突のおそれがある態勢で接近するＡに気付か

ず、その進路を避けることなく進行して同船との衝突を招き、Ａ及びＢ

両船に損傷をそれぞれ生じさせ、自船の乗組員を負傷させるに至った。 

 以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 ａ受審人は、夜間、清水港南東方沖合において、航行中のＢを認めた

場合、衝突のおそれの有無を判断できるよう、動静監視を十分に行うべ

き注意義務があった。しかるに、同人は、Ｂは船首方を左方に横切った

ので、自船に向かって戻ってくることはないと思い、Ｂに対する動静監

視を十分に行わなかった職務上の過失により、前路を右方に横切り衝突

のおそれがある態勢で接近するＢに気付かず、警告信号を行うことも、

衝突を避けるための協力動作をとることもなく進行して同船との衝突を
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招き、Ａ及びＢ両船に損傷をそれぞれ生じさせ、Ｂ乗組員を負傷させる

に至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年７月２８日 

     横浜地方海難審判所 

          審 判 官  大  北  直  明 


